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研究成果の概要（和文）：本研究では、共著者ネットワークを使って OPAC のランキング精度を

改善する手法について述べる。ウェブページと異なり書誌データは検索に利用できる情報が極

めて限られるため、技術的進歩から取り残されてきた。本研究は、OPAC に内在する情報、日本

十進分類体系と学術コミュニティーなどのソーシャルネットワークを併用することで、書誌ラ

ンキングの精度を改善できることを示す。 

 
研究成果の概要（英文）：This work will introduce a new approach to ranking bibliographic 
records in library search, which is currently dominated by an OPAC style search paradigm, 
where results are typically not ranked by relevance. The approach we propose in the work 
provides the user with the ability to access bibliographic records in a way responsive 
to his or her preferences, which is essentially done by looking at a community or a group 
of people who share interests with the user and making use of their publication records 
to re-rank search results. The experiment found that the present approach gives a clear 
edge over conventional search methods. 
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研究分野：情報学 
科研費の分科・細目：情報学、図書館情報学・人文社会情報学 
キーワード：OPAC / テキスト自動分類 / 図書分類法 / 図書館情報 / 情報検索 / 機械学習 / 

関連性ランキング 
 
１．研究開始当初の背景 
本件代表者が所属する国文学研究資料館で
は、国文学に関わる、画像、本文（テキスト）、
書誌関係、約３０本のデータベースを現在運
用しているが、検索数から見たデータベース
の利用数は、その９割以上が書誌関連データ
ベースに集中している(平成２０年計画申請

当時)。このことから国文学における書誌情
報に対する強い検索需要があることが分か
る。 
 
他方、国立国会図書館や国立情報学研究所で
は、それぞれ NDL-OPAC, Webcat などを通し
て国文学を含む書誌情報の統合化を進めて



 いる。その結果、近年ではインターネットで
簡単に目録情報を入手できるようになって
きた。 

 
 
  
 その一方で、多くの地方図書館は、インター

ネットで情報を提供しているにも関わらず、
全国レベルの統合化の動きから外れている
ため、インターネットからのアクセスが極め
て難しくなっている。地方図書館には国文学
や歴史関連の文献情報が多々蓄積されてい
ると見られるが、その全容は明らかではなく
現実的にこれらを網羅的、横断的に調査する
方法はいまのところ存在しない。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
  
２．研究の目的  
本研究では、国文学に注目した書誌の発掘と
集約に向けた試みとして、人物名に基づくソ
ーシャルネットワークを活用した書誌収集
手法を提案し、その有効性を、OPAC を使って
検証する。 

 
 
 
 
 

  
  
３．研究の方法  
本件課題を解決するには、  
  

 (1) 人物名の収集 
(2) OPAC による書誌検索と国文学との関連 図１ 国会図書館 OPAC をキーワード「叙説」で検索

した結果。ユーザは国文学関連資料を期待。 性ランキングによる検索結果のフィル
タリング  
 このような中、ウェブサーチの社会への急速

な浸透から、OPAC に同等の機能を望む気運
か高まっており、TFIDF に基づく関連性ラン
キングを取り込んだ OPAC システムも登場し
てきている。他方 OPAC の使い勝手の悪さは、
変化を望まない図書館司書の価値観に原因
があると指摘する声もある。 

が必要となる。今回の研究では、特に(2)に
重点を置いて、研究を実施した。(1)につい
ては、国会図書館の全国書誌データ、ウィキ
ペディア、国文学研究資料館の典拠データベ
ースなどからの直接採取、あるいは米カーネ
ギーメロン大のNELL (Never Ending Language 
Learner)の自動採取法を利用して、数年かけ
てインターネットからしらみつぶしに採取
するという方法が考えられるが、今回の研究
では、資金的制約、また３年間という時間的
な制約を考慮して、(1)については将来の課
題とすることにした。 

 
書誌検索は、文書検索、ウェブ検索とは異な
り付随する情報が極めて少ないところに大
きな特徴かつ問題がある。しかし、これは書
誌検索に固有というわけではなく、曲目検索、
ビデオ検索、商品検索など、いわゆるメタデ
ータ検索一般に当てはまる現象である。  

前述の(2)について説明する。まず、書誌検
索、特に OPAC における関連性ランキングの
歴史的背景について述べる。 

  
メタデータ検索では、協調フィルタリングが
有効であることが知られている。メタデータ
自体に使える情報がなくても、アクセス回数
や購入行動のパターン、ソーシャルネットワ
ークなど、データ外の情報を参照することで
対象を精度よくランクできることがある。  

 
オンライン蔵書目(OPAC) は 1980 年代に本
格実用化され、現在では全国のほとんどの公
共・大学図書館に導入されている。しかし、
30 年近く経た現在においても、ウェブサー
チでは当然のように備わっている関連性ラ
ンキングが未だに欠落しているという大き
な問題を抱えている。例えば、図 1 は国会図
書館 OPAC での検索の実例を表しているが国
文学関連書誌が最下位に現れている。  

 
このような背景のもと、本件では共著者ネッ
トワークを利用して、ユーザの関心を図書分
類体系の分布として表して、検索結果を再ラ
ンクすることで、国文学など特定分野に合致
した書誌を優先的に提示する手法を提案し



た。本手法は OPAC が出力した書誌結果の分
類コードを手がかりに、ランク付けしようと
いうものである。 
 
具体的には、以下のモデルを使って、書誌の
関連度を計算する。 
 
 
 
上式の右辺第二項をユーザモデル、第一項を、
コミュニティーモデルと呼ぶ。それぞれ、ユ
ーザの関心の指向、コミュニティーの関心の
指向をモデル化したものである。 
 
ユーザモデルは、ユーザ自身の発表論文の題
目を使って、以下の手順で構成する。(1) 論
文の題目から、1から3単語グラムを抽出し、
それぞれを検索キーワードとして NDL-OPAC
で検索する。(2) 検索結果リストにある書誌
から日本十進分類コード（以下、NDC）を取
り出す。(3) 検索キーワードを取り出した
NDC 集合のまとまりの良さ（エントロピーの
小さい）順にランク付けをして上位キーワー
ドに現れた NDCの出現頻度のベクトルを構成
する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 共著ネットワーク. ノードは著者を表す。ノード

間の長さは関係の強弱を表す。 

 
この頻度ベクトルをもとにディレクレ分布
で平滑化した多項分布がユーザモデルとな
る。 
 
ちなみに、日本十進分類法（大分類）は、総
記 (000)、哲学 (100)、  歴史 (200)、 社
会科学 (300)、自然科学 (400)、  技術・工
学 (500)、 産業 (600)、芸術・美術 (700)、
言語 (800)、文学 (900)で構成されている．
本稿では、上位三桁までのコードを用いた。 
 
一方、コミュニティーモデルは、ユーザモデ
ルを補完（バックオフ）するために導入した
ものであり、以下のように構成する。ウェブ
上の学会、研究組織・機関のサイトから役
員・職員名簿を抽出し、名簿に現れる氏名を
検索キーにして NDL-OPAC で検索する。さら
に役員・職員氏名から直接得られる書誌情報
だけではなく、共著関係にある著者を再度検
索キーにして、書誌検索を行い、書誌リスト
を拡張する。このプロセスを何回か繰り返し

たのち、得られた書誌リスト中の NDC の頻度
を調べ、ユーザモデルと同様に頻度ベクトル
を作る。本件では、エッジ距離 1までの共著
者の著作リストを考慮する（図２参照）。こ
のようにして得られたヒストグラムの例を
以下に示す（図３）。横軸は日本十進分類コ
ード。縦軸は頻度の割合。左上から時計回り
に、国際日本文化研究センター、日本近世文
学会、日本言語学会、国立民族学博物館の頻
度分布を表す。この図は、コミュニティーご
とに扱うトピックが顕著に異なることを示
している。文学系コミュニティー（日本文化、
日本近世）は共に 200 番台 900 番台に大きな
ピークを持つ。ユーザモデルと同様、これら
ヒストグラムから構成した多項分布が、コミ
ュニティーモデルとなる。 

図３ 分類コードの分布 
 
 
４．研究成果 
以下は、国文学関連書誌のランキングの精度
を被験者毎に MAP (mean average precision) 
で比較したものである。PUP/COP は本件提案
手法、その他はベースライン、特に NDL は国
会図書館ＯPＡＣを示す。 SG, EZ, OO, YZ は
被験者を指す。KER, LM は当ランキング法が
参照するコミュニティーモデルの選択法を
指す。KER は多項式カーネル、LM は言語モデ
ルを示す。 
 

表１ 提案手法の精度 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 



いずれの被験者においても、本件手法が現在
の国立図書館ＯPＡＣに比べて精度が 2 倍近
く向上していることが分かる。このことは共
著ネットワークによる書誌分類が可能であ
ることを示しており前述(2)に対するソリュ
ーションとなっている。 
 
関連性ランキングにおける将来の方向とし
ては、文学以外のドメインでの検証、学術コ
ミュニティーの自動発見、ユーザの探索行動、
購買行動、ソーシャルメディアにおける人間
関係をもとにした個人的な興味、関心、性癖
の同定とそれらを利用したランキングの高
精度化などが考えられる。 
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